


 要約:極低出生体重児に 2歳から発達援助として、遊び・体操の早期介入の会を実施して

いる。介入群(7 例)と非介入群(12 例)に対し、3 歳時に新版 K 式発達検査を実施した。発

達指数は介入群で 87.3±11.1、非介入群で 86.1±11.3 と差は認めなかった。両群とも空

間関係の理解、指先の器用さ、注意力の持続が不得手であった。極低出生体重児の早期介

入は、健常児とは異なる発達の特徴を認識し、この点に留意した発達援助プログラムを用

意することが必要と考えられる。


